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（Graduate School of Lifelong Sport）」，専攻
名称を「生涯スポーツ学専攻博士後期課程
（Doctoral Program in Lifelong Sport 
Sciences）」とし，取得できる学位名称を，「博
















































































領域 科目 担当教員 開講時期 単位数







スポーツ医科学特殊研究 沖田　孝一 1年前期 2
スポーツ生理学特殊研究 井出　幸二郎 1年前期 2
スポーツバイオメカニクス特殊研究 山本　敬三 1年前期 2
アスレティックリハビリテーション特殊研究 吉田　昌弘 1年前期 2
スポーツ栄養学特殊研究 黒田　裕太 1年前期 2
スポーツ心理学特殊研究 畝中　智志 1年前期 2
生涯スポーツ学
研究分野
生涯スポーツ学特殊研究 川西　正志 1年前期 2
スポーツ老年学特殊研究 小坂井　留美 1年前期 2
休養・睡眠学特殊研究 小田　史郎 1年前期 2
健康運動科学特殊研究 髙田　真吾 1年前期 2
アクアフィットネス特殊研究 花井　篤子 1年前期 2



























































































































































































因について，National Institute for Longevity 
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